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児童 

普通教室棟 南校舎棟 公民館棟 

教室 
特別教室 

職員室 図書館 
学童 
体育館 

図書館 
受付 
公民館 公民館 

公民館 
公道 学校敷地 公道 

教室 教室 
倉庫等 

特別 
教室 

 

普通教室棟と生涯学習棟をつなぐ２階テラスとブリッジ

※月曜日は公民館・図書館が共に休館日のため、小学校が事実上貸

切のように使用することができる。

  施設の配置・動線  

・学校と図書館・公民館で棟や入口は違うものの、明確な区分はほとんどなく、図書館などは児童と地域が同じ時間

に利用している。

＜立面図＞ ＜配置図＞

  施設整備の背景  

・志木小学校と、近接する公民館・図書館の建

物の老朽化・耐震化問題の解決策として、学

社融合施設とする案が浮上。

・地域に開かれた学校として、児童と地域の人々

が直接交流の機会をもつことで、学習の相乗

効果が現れることを期待した。

・既存校舎のうち、北・西校舎は取り壊し、南

校舎は耐震補強をし残すこととした。

地域コミュニティに支えられた学社融合施設

・資料が豊富な公共図書館を学校の教育活動でも利用

・ハードとソフトを組み合わせた柔軟な防犯対策

・施設の相互利用により、児童と地域の学習活動の幅を拡大

8
埼玉県志木市

志木市立志木小学校

■学校規模／22学級677名

　（特別支援学級　2学級7名）

■複合施設（床面積）／小学校（10,489㎡）

公民館（1,704㎡）

図書館（1,034㎡）

■整備時期／平成15年

■構造／SRC造地下2階地上4階

  管理・運営の体制  

施　設
利用時間（平日）

8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　
所　管 管理・運営

小学校 教育委員会 教育委員会

公民館 教育委員会 教育委員会

図書館 教育委員会 教育委員会

学童保育クラブ 市長部局 市長部局

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度

構想・計画等

設計

工事

平成９年５月：志木小学校・社会教育施設等複合化プロジェクトチーム設置（庁内関係課所属長参加、全15回実施）
平成１１年１月：志木小学校・公民館・図書館複合施設検討委員会設置（市民検討委員会、全体会12回、部会10回実施）
平成１１年３月：基本構想策定

平成１１年８月～平成１２年３月：基本設計
平成１２年６月～平成１３年１月：実施設計

平成１３年６月～平成１５年３月：建設工事

凡  例　   小学校　   学童　   図書館　   公民館
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30第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

  平面計画上の特徴  

     相互活用・交流活動   
学校と社会教育施設の学社融合施設として、設備も

人も活用した独自のカリキュラムにより、学習内容

や活動の幅を広げる

＜図書館の活用＞

・小学校は、資料の豊富な公共図書館も活用可能（本の

貸出しだけでなく、1日約3クラスが授業でも利用。）

　※校内の各階には、各学年の学習状況に応じた本を揃えた

チャレンジコーナーを設置

＜公民館や利用者の活用＞

・音楽室やPCルーム、ホール等は共有で使用

・小学校のクラブ活動や課外活動を、公民館の利用

団体が支援

     防犯対策   
児童と公民館・図書館利用者との動線はあえて明確に分

けず、大人の目で児童を守るという方針で運営

＜背景＞

・地域で学校の児童を守ろうという意識が強い

地域である（防犯対策については、あらかじ

め地域と話し合い、理解を得ている）

・教職員だけでなく複数の施設の職員で一緒に

児童を見ている

・ガラス張りの壁等、見通しのよい施設であり、

目が届きやすい

＜その他防犯対策＞

学校の安全主任は図書館と公民館の担当者と適宜打

合せを実施、施設の管理運営委員会において危機管

理マニュアルを作成、常駐警備員の配置、…3 施設合

同の避難訓練・防犯訓練（年に3回）、防犯監視カメ

ラの設置（20台）、利用者は入館証を着用全職員・

教職員がＰＨＳを携帯

     施設関係者のコメント    
・創立140年の志木小学校は、昔から地域の人々

に親しまれ、地域コミュニティに守られてきた小

学校である。

・図書館や公民館の利用者もある程度は顔見知りで

ある。

・児童が日常的に図書館や公民館を安心して利用で

きるのは、このような強い地域コミュニティが基

盤にあるためである。

校内のチャレンジコーナーには
専門職員が厳選した図書が並ぶ

地下の体育館の様子も、
公民館から見ることができる

小学校のテラスと図書館の入口が
近接する２階には警備員が常駐

児童による貸出し業務体験もできるなど、
複合した公共図書館を利用する児童が多い

公民館の入口にある受付で
利用者を確認

見通しのよいガラス張りの校舎

➡・公共施設の有効活用により、児童と地域の人々の学習
機会も向上

　・日常的に公共施設を利用したり、地域の人々と交流し
たりすることで、自然と社会性が身に付く

➡  ハードとソフトを組み合わせた柔軟な防犯対策をとるこ
とで、児童の活動範囲を広げることができている

平面計画上の特徴 
 音楽室 

公民館内に小学校の
音楽室を設置 

学校時間外 
は施錠 

公民館の入口 
受付で利用者を確認 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ 
ｺｰﾅｰ 

図書室に代わり 
読書ｺｰﾅｰを各階に設置 

児童の昇降口 
通学時以外は施錠 

利用者は入館証 
を身に着ける 

公民館へ 通学時 

児童と利用者が 
接触しやすい場所には 
警備員が常駐 雨天も使える 

屋根付きのテラス 
（小学校のみ使用） 児童は校舎と図書館を 

自由に行き来ができる 生涯学習棟への 
連絡通路 

学校開放時は公民館と 
併せて管理ができる位置 

既存施設との 
階高の違いを解消 

※ 

※改築に伴い、校庭の面積が従来の半分程度の 
大きさとなったことから、運動不足を解消するために、 
身近で雨の日でも動き回れるテラスを設けた。 

１Ｆ 

２Ｆ 

３Ｆ 

学校時間外は 
扉を施錠 

地域の人が訪れやすい
場所に職員室を設置 
（学校の様子も見える） 学校側に児童書コーナー

を設置 

       レインボーガーデン 図書館 
利用者 

音楽室 図工室

調理実習室

志木学童
保育クラブ

いろは遊学図書館

児童書コーナー

３Ｆ 

１Ｆ 

２Ｆ 

凡  例　

 小学校　

 公民館　

 図書館　

現
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小学校

公民館・老人福祉施設など

児童

地域

学校の特別教室と公民館の間に設けられた
学校と地域が共有する中庭

＜立面図＞ ＜配置図＞

9
埼玉県吉川市

吉川市立美
み

南
な み

小学校

■学校規模／17学級527名

　（特別支援学級／2学級5名）

■複合施設（床面積）／小学校（8,134㎡）

公民館（299㎡）

高齢者ふれあい広場（182㎡）

子育て支援センター（105㎡）

学童保育室（358㎡）

■整備時期／平成24年

■構造／RC造地上3階建て

新しい住宅地に求められる学校施設を含めた公共施設の整備

・地域のニーズに応じた複数の公共施設と一体的に整備

・地域利用の施設を1階に集約し、施設管理の負担を軽減

  施設整備の背景  

　美南小学校が立地する美南地区は新興住

宅地であり、人口が急増している学校をは

じめ既存の公共施設がないため、より広範

囲の地域のニーズを踏まえ、学校とその他

の公共施設との複合施設として整備した。

  管理・運営の体制  

施　設
利用時間（平日）

8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　
所　管 管理・運営

小学校 教育委員会 教育委員会

公民館 教育委員会 教育委員会

老人福祉施設 市長部局 社会福祉協議会

子育て支援センター 市長部局 NPO 法人

学童保育 市長部局 市長部局

凡  例
　   小学校  学童　  公民館　

 地域　  老人福祉施設　  子育て支援センター　

  施設の配置・動線  

　地域の利用者が利用する各施設や学校開放にも使用する特別教室は1階に配置し、普通教室や職員室などの諸室は

2階以上に配置することで管理をしやすくしている。

　1階の中庭は学校と地域の利用者が自然に交流できるスペースとして設置している。

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

構想・計画等

設計

工事

平成２０年２月：学校用地の面積及び取得時期決定
平成２１年１２月：建設方針決定

平成２３年３月：学校用地取得
平成２３年９月～平成２５年１月：建設工事平成２２年５月～平成２３年３月：設計

特別教室 体育館 
中庭 高齢者 

福祉施設 子育て 
支援 学童 公民館 体育館 教室 教室 

昇降口 一般用出入口 児童 地域 
老人

現
地
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32第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

  平面計画上の特徴  

    委員の意見より    
・新興住宅地にある学校であり、今後も児童数増加が見込まれる。このため、小学校を拠点として多世代の住民が
利用できる複合施設として整備することは地域コミュニティの形成を図る観点からも意義がある。

     公共施設の整備   
・新興住宅地における学校施設の整備を、その他の

公共施設の整備と併せて実施

・地域のニーズを踏まえ、小学校を中心に、乳幼児

から高齢者まで、…様々な年代が利用する施設を複

合化

・小学校の特別教室や体育館を地域開放することを

前提として整備

     複合施設としての留意点    
＜事故防止＞

・公民館等への来館手段に、車や自転車を利用する

人もいることから、児童と車等が接触しないよう

に動線を配慮した。

・校内で走っている児童と高齢者等が衝突しないように、

注意が必要な場所には一時停止の表示等をしている。

＜防犯対策＞

・児童と地域の利用者の出入口は別とし、児童が使

用する校門は登下校時以外は閉鎖。地域の利用者

の出入口では担当職員が受付を行っている。

・学校教育の活動時間外に地域の利用者等が小学校

の普通教室等へ入らないように、階段室の扉を閉

鎖している。

＜自然な交流＞

・学校や各公共施設の活動の様子が目に入るような

施設となっており、公民館と小学校の間の中庭で

は、児童と地域の利用者とのの交流も見られる。

     複合化の実績を活用    
・美南小学校が整備される10年ほど前に、同市内の
既存市街地にある吉川小学校が、公民館・老人福祉
施設・学童保育を併設した……複合施設として整備・
運営してきた実績があった。

・美南小学校は、この経験を活かして計画・運営している。

地域利用者の入口には
受付を設けている

学校教育の活動時間外に体育館を地域に開放デイサービスでは小学校の給食を提供

衝突しやすい地点に設置された
一時停止の表示

子育て世代・共働き世代が増加する地域の実情に応じた施設を整備
（左：子育て支援センター、右：学童保育室）

➡・新興住宅地における学校施設の整備を、その他の公共
施設と併せて行い、多世代が集う地域の交流施設とした

　・各公共施設を単体で整備するよりも、財政的な負担が
軽減した

児童 

地域 児童と地域の利用者の入口を
分けている 
地域の利用者は必ず事務所
前を通る  

児童と地域の利用者が衝突しやすい
場所には注意を促す表示をしている 

お互いの活動の

様子が自然と目に
入る 

学校の様子、公民館の
様子が見える 休日と学校時間外は 

階段室を閉鎖する 

校門は児童の登下校時 
以外は閉鎖している 

学校と地域の利用者

との交流空間となる中
庭 

学校開放をする諸室は１階に配置 

職員室の窓から 
校庭や校門が見
渡せる 

平面計画上の特徴 

上足の中庭

音楽室 図工室 家庭科室 多目的室1

職員室

児童出入口

学童職員通用口

教職員出入り口

児童出入口

１Ｆ 

３Ｆ ２Ｆ 
現
地
調
査


